
　

下
甑
地
域
に
は
、
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
が
生
み
出
し

た
断
崖
絶
壁
が
存
在
し
、
見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。
特

に
瀬
々
野
浦
海
岸
の「
ナ
ポ
レ
オ
ン
岩
」や
金か

な
や
ま山
海
岸
の

奇
岩
群
は
、
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

甑
島
列
島
最
南
端
の
手
打
地
区
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「
Ｄ
ｒ
．コ
ト
ー
診
療
所
」の
モ
デ
ル
に
も
な
り
ま
し
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
の
た
め
に
上
陸
す
る
遠
浅
の
白
砂
浜

「
手
打
海
岸
」は
、
映
画「
釣
り
バ
カ
日
誌
９
」の
ロ
ケ
地

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
水
浴
や
ダ
イ

ビ
ン
グ
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
拠
点
で

も
あ
り
ま
す
。
他
に
も
下
甑
地
域
に
は
、
三
段
に
落
ち

る
滝「
瀬
尾
観
音
三
滝
」な
ど
、
各
地
域
に
癒
さ
れ
る
景

観
地
が
あ
り
ま
す
。

　

下
甑
島
周
辺
は
豊
富
な
海
産
物
に
恵
ま
れ
、
タ
カ
エ

ビ
や
キ
ビ
ナ
ゴ
な
ど
は
島
の
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
っ
た「
こ
し
き
島
ア
ク
ア
ス

ロ
ン
大
会
」が
、
今
年
も
10
月
18
日（
土
）に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
甑
島
の
青
い
海
や
起
伏
に
富
ん
だ

コ
ー
ス
で
、
水
泳
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
合
計
タ
イ
ム
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

主
な
1
月
の
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

◆
1
月
１
日（
木
）

　

新
春
初
泳
ぎ
大
会

◆
1
月
11
日（
日
）

　

成
人
式

◆
1
月
17
日（
土
）

　

川
内
駅
お
も
て
な
し
事
業

◆
1
月
18
日（
日
）

　

食
育
・
地
産
地
消
フ
ェ
ス
タ

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
抗
綱
引
大
会

◆
1
月
25
日（
日
）

　

と
う
ご
う
天
神
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

新
春
か
の
こ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　

 

菜さ
い
せ
い生（
再
生
炭
）く
ん
フ
ェ
ア「
川
内
汚
泥
再
生
処
理

セ
ン
タ
ー
施
設
開
放
」

＊ 

問
合
先
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小里小
㊥里㊥

小中津小
㊥上甑㊥

長浜港

青瀬

長浜

内川内

西山

子岳

手打海岸

手打

しんきろうの丘

瀬々野浦海岸

金山海岸

釣掛埼灯台 手打港

中甑島

祝　薩摩川内市市制施行10周年

タカエビ

キビナゴ

ナポレオン岩

青瀬・瀬尾を望む下甑の海

祝 

薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
10
周
年

祝 

薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
10
周
年

祝 

薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
10
周
年

【
問
合
先
】＝
本
庁
総
務
課
（
23
）5
１
１
１（
内
線
４
５
３
１
）

▲�大晦日の夜に子どもたちの前に現れる｢甑島
のトシドン｣は伝統行事とされ、平成 21 年に
国連教育科学文化機構（ユネスコ）の無形文化
遺産に登録されました。

▲�瀬尾観音三滝（キャン
プ場あり）

手打バイパス（約 4.9km）が
平成 23 年に開通しました。
手打トンネル、青瀬トンネ
ル、瀬尾大橋などで手打と
青瀬をつなぎます。

▲�瀬々野浦海岸から望む東シナ海
に沈む夕日

▲�青瀬地区の開業医平田清
氏（故人）が、往診の途中
に見た蜃気楼を詠んだ句

観光船「おとひめ」（手打港）
７月～ 9月は定期観光便、
10 月～６月はチャーター
便として出航します。

甑島の野犬をテー
マに椋鳩十が描い
た児童文学「孤島
の野犬」の像が建
てられています。

▲第３回こしき島アクアスロン大会

H
ealth

第15回
インフルエンザ
予防について

いき いき

このコーナーでは、市民の皆さまの健康づくりに
役立つ情報を掲載します。

いきいき健康情報

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
感
染
症
で
す
。
同
ウ
イ
ル
ス
に
は

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
つ
の
型
が
あ
り
、
特

に
Ａ
型
・
Ｂ
型
は
大
き
な
流
行
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

世
界
の
各
地
域
で
毎
年
流
行
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
数
十
年
に
一
度
、
Ａ
型
が

大
き
く
変
化
し
た
ウ
イ
ル
ス
が
大
流
行

す
る
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
最
近

で
は
、
平
成
21
年
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
世
界
的
に
流
行
し
、
日
本
で
も

流
行
し
ま
し
た
。

　

咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
る
分
泌
物
な
ど

を
吸
い
込
ん
だ
り
、
ウ
イ
ル
ス
が
付
着

し
た
手
で
口
や
鼻
に
触
る
な
ど
し
て
感

染
し
ま
す
。
分
泌
物
な
ど
を
吸
い
込
む

こ
と
で
の
感
染
を｢

飛ひ
ま
つ沫
感
染｣
、
ウ

イ
ル
ス
に
接
触
し
て
の
感
染
を｢
接
触

感
染｣

と
い
い
ま
す
。

　

症
状
は
、
突
然
出
現
す
る
高
熱
、
頭

痛
、
関
節
痛
や
筋
肉
痛
な
ど
強
い
全
身

症
状
な
ど
が
特
徴
で
、
喉
の
痛
み
や
咳

な
ど
の
風
邪
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
に
よ
り
生
命

を
脅
か
す
場
合
も
あ
り
、
注
意
が
必
要

で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

　

感
染
の
予
防
に
は
、
手
洗
い
・
う
が

い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
ご
み
を
避
け

る
、
栄
養
・
休
養
を
充
分
取
る
こ
と
な

ど
が
大
切
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が
強
い

た
め
、
家
庭
内
、
病
院
内
、
集
団
生
活

の
場
で
容
易
に
感
染
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ワ
ク
チ

ン
で
の
予
防
接
種
が
重
要
で
す
。
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
潜
伏
期
間
は
１

日
か
ら
３
日
で
、
流
行
期
間
は
12
月
か

ら
３
月
で
す
。
早
め
に
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

＊�

予
防
接
種
の
効
果
が
現
れ
る
の
は
、

接
種
し
て
か
ら
約
２
週
間
後
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の　

助
成
に
つ
い
て

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成

対
象
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
方

② 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
の
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
を
所
持
し
て
い
る
方

　

 【
助
成
対
象
接
種
期
間
】＝
10
月
１
日

（
水
）～
12
月
31
日（
水
）

　

 【
助
成
対
象
者
の
自
己
負
担
額
】＝

１
０
０
０
円

＊�

対
象
者
で
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は

全
額
免
除

▼
予
防
接
種
時
に
必
要
な
も
の

① 

本
市
の
住
民
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で

き
る
も
の（
健
康
保
険
証
な
ど
）

② 

健
康
手
帳
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
生

活
保
護
受
給
証
明
書（
お
持
ち
の
方

の
み
）

　

冬
場
の
流
行
時
期
に
備
え
る
と
と
も

に
、
健
康
維
持
の
た
め
、
早
め
の
予
防

接
種
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

個
人
へ
の
通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

希
望
す
る
方
は
、
医
療
機
関
に
直
接
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

【問合先】＝市民健康課（川内保健センター内）　 （22）8811

下甑

手打海岸
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